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概要：全世界を巻き込み今なお続いている COVID-19 の影響を誰もが様々な形で受けている．行動や活動の制約を新

たに課せられた中で，Assistive and Accessible Computing (AAC) の研究への取り組みは各自が工夫しながら続けてい

る．研究の報告を行う場である研究会や国際会議の多くがこれまで実施したことのない遠隔方式で行われており，

我々は研究を停滞させることなく，成果を届けることが期待されている．本オーガナイズドセッションでは AAC 研

究会で発表される研究をより広く知ってもらうため，どのような場があり，そのためには何が必要か，アクセシブル

な研究発表は，といったことについて，情報提供を受け，研究会出席者全員でディスカッション，情報共有を行う． 
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